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「東吾妻町における社会教育の取組」

東吾妻町社会教育委員会
委員長 森田由紀夫

令和４年度 北毛地区社会教育委員研究集会
事例発表

～東吾妻町の文化財・岩櫃城跡保存整備事業～

東吾妻町マスコットキャラクター

水仙ちゃん

東吾妻町の紹介

■ 市 / ■ 町 / ■ 村

・平成18年3月27日

東村と吾妻町が合併し東吾妻町が誕生

・面 積 253.91km2

・総人口 12,745人

（令和4年8月31日時点）

・友好都市

東京都杉並区

北海道名寄市（旧・風連町と提携）

・福島県南相馬市

（平成25年11月8日災害時相互援助協

定締結）
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東吾妻町の紹介

東吾妻町の「ひ」をモチーフに、吾妻川沿
いにひらけた新しい町をイメージし、上部に
は町内を東西に流れる吾妻川や、自然の息吹
をイメージさせる「波」が組み合わされ、青
空や明るい未来をイメージさせる「ブルー」
を基調としています。

【 町 章 】

【 町の花･木･鳥 】

花「スイセン」

鳥「キジ」

木「ケヤキ」

全国でも有数の産地

数多くの野鳥が生息

国指定天然記念物

全国から420
点の応募の中、
神奈川県横浜市
の剣持真さんの
作品が採用

【平成１９年３月１日制定】

東吾妻町役場庁舎の移転

平成31年1月4日 東吾妻町大字原町594-3から現在の場所（原町1046）に移転。
旧温泉施設の建物を改修して利用し、城郭風の庁舎となりました。

旧庁舎 新庁舎
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東吾妻町社会教育委員会

定 数 10人以内
構 成 学校及び社会教育関係者等 8名

学識経験者 2名
任 期 ２年
委員会 年２回

教育行政方針 基本目標 豊かな心を育む学びのまち
【社会教育】
○子どもから大人まで、より多くの住民が学び、楽しみながら主体的に学
べる生涯学習社会の振興
○地域の文化財、民俗芸能や伝統芸能の保存と学習の機会及び整備の推進

【施策の方向性】
・生涯学習・生涯スポーツ活動の推進
・文化・芸術の振興と充実

文化財・岩櫃城跡とは？

岩櫃城は、上野国吾妻郡にあった日本の城（山
城）で築城年代は不明。吾妻川北岸の岩櫃山中腹
に位置し、戦国期に、上杉謙信に従う斉藤氏と、
武田信玄に従う真田氏が当地をめぐり争った。最
終的には真田信幸の支配下に収まり、慶長19年
（1614年）に廃城となった。

昭和47年に町の史跡に指定。平成29
年には続日本100名城（117番）に選
定された。その後、令和元年10月16日
には、国の史跡に指定された。

岩櫃城跡本丸

空から見た岩櫃城跡

本丸
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文化財・岩櫃城跡保存整備事業

•第①目標：岩櫃城跡を国指定史跡に！
•第②目標：岩櫃城跡をあらゆる人が活用できる史跡公園に！
• ：岩櫃城跡を世界中の人が知り、未来永劫に保存される史跡に！

平成25 29年度 岩櫃城跡総合調査の実施

発掘調査で城の
姿を確かめます

調査の見学会を
開き公表します

出土したものを
比較します

城に関わる古文書
を読みます

結果・・・

令和元年10月16日
国指定史跡登録
第①目標達成！

文化財・岩櫃城跡保存整備事業

平成28 岩櫃城フォーラムの実施

1,000人ほどの参加者がありました
令和４年度、第５回を予定中・・・ 城と金属？
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文化財・岩櫃城跡保存整備事業 令和３年度 岩櫃城の調査を
振り返る企画展実施

令和３年度 岩櫃城のミニ企画展実施

※その他でも・・テレビ撮影取材対応も立派な公開事業です

文化財・指定文化財、未指定文化財の保存と活用事業

天然記念物を守るために・・
剪定作業

重要文化財を知るために・・
研究機関と連携調査

地域の伝統技術を引き継ぐために・・
子供たちへの体験事業

多くの方に知ってもらうために・・
文化財展示貸し出し事業

や

ミニ企画展示「今月の逸品！」の開催
※１か月に１回対象を変えています
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東吾妻町コンベンションホール

役場庁舎と並列している施設で、最大432席の観覧席があり、座席を収納するとフロアを

広く使用できる集会施設です。イベント・講演会・芸術活動等、多彩な利用が可能です。

・休業日 毎週火曜日、6･9･12･3月は第4水曜日、年末年始

・利用時間 9:00～21:00

・駐車場 平日96台、土日は136台

・貸出機器 プロジェクター・ピアノ・固定スクリーン・反響板など

外観 観客席 舞台

防災・減災省エネルギー設備導入

【環境省の補助金を活用し、省エネ・創エネ・蓄エネ設備を導入】

平常時は多目的ホールとして利用し、

災害時には1,000名収容の避難所となる

コンベンションホールに、自立機能付き

ガスヒートポンプエアコンを導入。平常

時は空調設備として運用しながら、災害

時には自家発電装置としても活用が可能。

自立機能付ガスヒートポンプエアコン

災害時に防災拠点となる東吾妻町役場本庁舎
には、太陽光発電と蓄電システムを導入。同時
に約700台のスマートフォンを充電できる電
力に相当する1,750Wが使用可能。
併せて、避難所に指定されている町民体育館、
東吾妻中学校体育館にも同様の設備を導入。

太陽光発電 蓄電池

令和元～2年度事業



2022/9/16

7

コンベンションホール自主事業

平成26年度 トーク＆ライブ、映画上映会

平成27年度 コンサート、映画上映会

平成28年度 コンサート＆映画上映会

平成29年度 コンサート、映画上映会

平成30年度 コンサート、映画上映会

令和元年度 落語会

令和２年度 中止（コロナの影響）

令和３年度 映画上映会

令和４年度
クラシックコンサート
「音楽の絵本」～ダンディズム～

令和４年度 北毛地区社会教育委員研究集会
事例発表

東吾妻町社会教育委員会
委員長 森田由紀夫

ご清聴ありがとうございました m(_ _)m




